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【緒言】有機無機ペロブスカイト型化合物はハロゲン鉛と有機アミンで構成される化合物であり、

太陽電池や発光ダイオードなど様々な用途で注目されている。当該化合物は、上述前駆体の仕込

み比や有機アミンの種類に応じて、様々な次元性（0～3次元）の構造を形成することが知られて

いる。これまで当該化合物を用いたシンチレータ開発では、量子サイズ効果に由来する高速な応

答性から 2 次元化合物(RNH3)2PbBr4(R:有機アミン)が注目されて

きた[1]。一方、近年では発光中心を 3 次元化合物(CH3NH3)PbCl3

に添加することで、光励起時に高効率な発光を実現した材料も登

場している[2]。そこで本研究では、高効率な発光が観測された

Mn2+添加(CH3NH3)PbCl3を作製し、その放射線応答性を調べた。 

【実験方法】CH3NH3Cl、PbCl2、MnCl2をジチメルホルムアミドと

ジメチルスルホキシドの混合溶媒に溶解後、3°C /h で室温から

90 °Cに昇温することで、(CH3NH3)Pb1-x/100Mnx/100Cl3単結晶を得た。 

【実験結果】図 1に X線励起時のシンチレーションスペクトルを

示す。すべてのMn添加試料において、およそ 440 nmに無機層励

起子発光ピーク、およそ 590 nmにおいてMn2+の 4T1-6A1遷移由来

のブロードなピークが観測された。無機層励起子ピークとMn2+由

来のピーク強度が x = 10試料でほぼ一致した。 

図 2 に、241Am 由来のアルファ線励起時のパルス波高スペクト

ルを示す。Ce添加 Gd2SiO5 (7000 photons/MeV)を比較対照として

用いた。各試料において観測された波高ピーク値から、発光量は

それぞれ 66 (x = 1) 、82 (x = 5)、 67 (x = 10) photons/5.5MeV-αで

あった。本講演では、残光特性など放射線応答性の詳細について

議論する。 
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図 1 X 線励起時のシンチレー

ションスペクトル。 

 

図 2 アルファ線励起時のパル

ス波高スペクトル。 

（シェーピング時間:1 µs） 
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